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農林水産省の熱中症対策関連施策
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１ 行政ルートなどを通じた周知

左記通知で周知した情報の例

農林水産省では、農作業中の熱中症事故防止に向けて、春の農繁期や７～８月の「熱中症予防強化
月間」を中心に、注意喚起や予防法の周知を積極的に実施。

気温が上昇する時期や台風通過後の作業が予想される時期の直前など、熱中症リスクの高い時期に、都道府
県、関係団体を通じて注意喚起や予防法を周知する通知を発出。

農作業中の熱中症による死亡者数の推移

農作業中の熱中症による死亡者数、年齢別（平成21～30年）

農作業中の熱中症による死亡事故の発生状況①

農林水産省調べ（道府県職員が厚生労働省の「人口動態調査」に係る死亡小票を閲覧する等の方法により調査）
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※ 本年は田植え作業が本格化し、気温上昇が予想されたGW前に
１回目の通知を発出。
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特に今年度は、農業現場における新型コロナウイルス感染症予防のため、マスクの着用を農業関係者等に要請して
いたところ、気温の上昇とともに熱中症リスクが高まったことを踏まえ、「新しい生活様式」における熱中症予防行動の
ポイント（屋外やハウスで人と十分な距離が確保できる場合にはマスクを外すなど）を周知。

○農業における新型コロナウイルス感染者が発生した時の対応
及び事業継続に関する基本的なガイドライン（PR版抜粋）

○令和２年度の熱中症予防行動を踏まえた左記ガイドラインの
補足通知

＊屋外でも複数で作業する場合は、マスクを着用し、適切な距離の確保に努めるよう要請。

＊



２ さまざまなコンテンツを利用した農家への直接の周知
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本年５月より、農水省が新たに運営する「MAFFアプリ」を活用し、プッシュ式で注意喚起情報を提供。
この他にもメールマガジンやFacebook等様々なコンテンツを活用し、農家に対して直接、熱中症
リスクに応じた注意喚起情報等をきめ細かく提供。

農水省のyoutubeチャンネル「BUZZ MAFF」でも、
熱中症対策の動画を配信予定


